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岩
手
県
高
等
学
校
生
徒
会

誌
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
奨
励

賞
」を
受
賞
し
ま
し
た 

 

本
校
の
令
和
６
年
度
の
生

徒
会
誌
「
氷
上
」
第
70
号
が
、

岩
手
県
高
等
学
校
生
徒
会
誌

コ
ン
ク
ー
ル
で
「
奨
励
賞
」
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

               

第
70
号
で
は
「
高
高
生
の

活
躍
」
と
題
し
、
岩
手
、
全
国

そ
し
て
海
外
で
活
躍
し
て
い

る
生
徒
の
取
組
を
特
集
記
事

で
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

 
    

   

第
71
号
は
３
月
に
発
行
予

定
で
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

に
！ 

「い
わ
て
高
校
魅
力
化
」PR

ア
ワ
ー
ド
で
部
門
賞
と
優

良
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

 

令
和
７
年
度
「
い
わ
て
高
校

魅
力
化
」
Ｐ
Ｒ
ア
ワ
ー
ド
で
、

本
校no

t
e

の
記
事
「《
準
々
決

勝
結
果
》
全
国
高
校
野
球
選
手

権
岩
手
大
会
【
全
校
応
援
】」

が
部
活
動
部
門
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。 

記
事
は
以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  
                    

ま
た
、
探
究
部
門
の
記
事

「
【T

×
A
C
T
ION

】
ポ
ス
タ
ー
・

セ
ッ
シ
ョ
ン
（
高
大
連
携
地
域

探
究
発
表
会
）
」
が
優
良
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。 

【T×
A
C
T
IO
N

】
国
際
教

養
大
学
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
・ビ
レ
ッ
ジ
に
参
加
し
ま

し
た
！ 

令

和

７

年

12

月

12

日

（
金
）
か
ら
14
日
（
日
）
ま
で

秋
田
市
の
国
際
教
養
大
学
で

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ビ
レ
ッ

ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
陸
前
高
田
市
の
事

業
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

本
校
生
徒
12
名
と
市
内
の
中

学
生

18

名
が
参
加
し
ま
し

た
。 

                 
初
日
と
２
日
目
は
、
留
学
生

や
学
生
と
一
緒
に
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
組
み
、
最
終
日
は
、
各
グ

ル
ー
プ
で
の
成
果
を
プ
レ
ゼ

ン
し
ま
し
た
。 

生
徒
は
、
も
っ
と
英
語
を
勉

強
し
た
い
！
と
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

【T×
A
C
T
IO
N

】
海
外
津

波
博
物
館
等
と
の
交
流 

  

令
和
７
年
12
月
５
日
（
金
）

６
日
（
土
）
「
海
外
津
波
博
物

館
等
と
の
交
流
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
交
流
会
は
、
大
震
災
の

事
実
と
教
訓
の
伝
承
、
発
信

や
、
国
内
外
の
防
災
力
の
向
上

に
貢
献
し
、
伝
承
や
地
域
防
災

活
動
を
担
う
人
材
の
育
成
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

本
校
２
学
年
の
生
徒
９
名

が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト

ラ
島
に
あ
る
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ

第
一
高
校
の
４
名
の
生
徒
と

交
流
し
ま
し
た
。 

               

初
日
は
学
校
紹
介
な
ど
で

交
流
を
深
め
、
３
・
11
仮
設
住

宅
体
験
館
で
、
ポ
リ
袋
ク
ッ
キ

ン
グ
体
験
を
し
、
一
緒
に
夕
食

と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
、
防
災
の
知
恵
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
・学
校
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信 

  

２
日
目
は
、
高
田
松
原
津
波

復
興
祈
念
公
園
、
旧
タ
ピ
ッ
ク

45
の
内
部
や
防
潮
堤
な
ど
を

巡
り
、
震
災
犠
牲
者
ら
に
黙
と

う
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
本

校
で
、
２
日
間
の
交
流
内
容
を

ま
と
め
、
発
表
し
ま
し
た
。 

             
  

２
日
間
の
交
流
は
、
両
校
の

生
徒
達
に
と
っ
て
、
と
て
も
大

き
な
学
び
に
な
り
ま
し
た
。 

令和７年度第 14号 

八重の汐

8,336 円お渡ししました 

本校の公式ホーム

ページにアクセス
するＱＲコード 

noteにおける本

校のページにア
クセスするＱＲ
コード 

受賞記事の 

ＱＲコード 


